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１

　

問題は１ページから６ページまであり， これとは別に解答用紙が１枚ある。

２

　

解答は， 全て別紙解答用紙の該当欄に書き入れること。



（一） 電流と磁界， 光に関する次の１～３の問いに答えなさい。
１ ［実験１］ 抵抗の値が２０Ｑの抵抗器ａを用いて， 図１のような回路

　

罰睡蓮

　

をつくった。 点Ｐと点Ｑとの間に加え．る電圧を５．ＯＶに保ち， コイ

　　

ｐ

　

Ｑ

　

ラ
ルに電流を流すと， コイルは， 図１の ０ の向きに動いたｏ 豪雨震ぎ

　

挫き

　

［実験２］ 抵抗器ａと， 抵抗の値が１ＯＱの抵抗器ｂ， 抵抗の値が
電源装置

　　　

Ｕ字形磁石

　

５．ＯＱの抵抗・器ｃを１個ずつ用意した。 図１の抵抗器ａを， 図２の

　　　

－＋

　

の

　

ア～工のように， 抵抗器ａ，ｂ，ｃを組み合わせたものと順にかえな

　　　　　　

図１

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　 　　
（１） 実験１で， コイルに流れた電流の大きさは何Ａか。 α 巧 （Ａ） ウ

　　　　　 　　　　　　 　 　 　　　

　

　　　　　　　
の組み合わせと ば 適当なものを１つ 勘．ア の記号で割た

　

図２〔厳選趣冊〕２ ［実験３］ コイルと発光ダイオードＫを用いて， 図３のような回路を

オー ドＫが一瞬点灯 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ォ】ドＫ
つくり・棒磁石のＮ極をコイルの中まですばやく入れると，発光ダイ

　

同
棒磁石

… ぎ
イ

　　　　　　　　　　　

　　 　
　

　

［実験４］ 図３の発光ダイオードＫを， 発光ダイオー ドＫと発光ダイ

　　

ラ

　

０

　　　

」 ＋

　

オー ドＬを並列につないだものにかえ，図４のような回路をつくった。

　　

ルミ諺

棒磁石のｓ極を の向きる，コイル 中まですばやく入れたあと す く

　

図３〔．
著雑費説き鱒

にＳ極をｅの向きにコイル のャからすぱゃく出して，そのときのＫ，Ｌ

　　

． －

　　　

塾 微

塵豊富；謙虚－－１樹齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コイル

　　　　

オ←ドＫ

　

選 び， その記号を書 け。

　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図４

　

ア

　

Ｋが一瞬点灯し，次にＬが一 蹴点灯する。

　

⑦

　

Ｌが一瞬点灯し，次にＫが一瞬点灯する。

　

ウ

　

ＫとＬは点灯し続ける。

　　　　　　　　　

エ

　

ＫとＬは同時に一瞬点灯する。
３ ［実験５］ 光学台に，物体Ｍを固定し，凸レンズとスクリーンＮ

　　

物．体Ｍ 凸レンズの軸

　

スクリーンＮ

を光学台の上で動かすことができる，図５のような装置をつくっ
製盤

鰐嗣 装
鞠講

◎
た。物体Ｍと凸レンズとの距離×を変え，スクリーンＮに像がはっ

　　　　

凸レンス

きりできる位置にスクリ←ンＮを動かし，このときの，物体Ｍと

　　

Ｌ 「繭庸 ，′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

霊濯ぎ饗蜜罷ぎ麓誓轟然墨曇呼微震寡欝〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 ５

まとめたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表ｌ

　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

距離Ｘ 距離Ｙ

　

距離Ｚ（１）
の魔１灘蔓薬篭～製胤 濃 艶離ｚ醜 需 需

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

測定２４０．ｏｃｍ８０，ｏｃｌｎ３．ｏｃｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スクリーンＮ

　

測定３３０，ｏｃｍ９０，ｏｃｍＧ，ｏｃｍ

　

スクリーンＮまで進む道筋を，解答欄の図中に実線でかけ。

　

図６

　　　　　　　

　

　　

　 　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スクリ一ンＮ　　　　　　　　　　　　　

　

１つ ずつ選 び， その記号を書 け。

　　　　　　　　　　　　　　

赤－

　

光ｈ

　

凸ジジ裟

　　

図５の装置で， 物体Ｍと凸レンズとの距離×を， 焦点距離

より短くすると，スクリ←ンＮ上 蹴 はできず，スクリーンＮ 図７躍増幸鴻織震罷！〕

　

をはずして凸レンズをのぞきこむと， 像が見えた。 このとき見えた， ＬＥＤの像の色は， 凸レ

　

ンズの上側から① ⑰

　

青色， 緑色， 赤色

　

イ 赤色， 緑色， 青色｝ の順で並び， 青色ＬＥＤ

の像の中心と赤色ＬＥＤの像の中心との距離は， ３，ｏｃｍより② ◎

　

大きい

　

エ

　

小さい｝。

－１－



（；二） 化学変化と水溶液の性質に関する次の１・２の問いに答えなさい。

　

１ ［実験１］ 図１のような装置を用いて， 塩化銅水溶液に一定時間電流を流す

　

と， 電極Ｍの表面に赤色の銅が付着し， 電極Ｎ付近から刺激臭のある気体×

　

が発生した。

　　

［実験２］ 図２のような装置を用いて，うすい塩酸に一定時間電流を流すと，

　

気体×が実験１と同じ極で発生し，もう一方の極では気体Ｙが発生した。

　

（１） 塩化銅が水に溶けて電離するときに起こる化学変化を，イオンの化学式を

　　

用いて，化学反応式で表すとどうなるか。解答欄の化学反応式を完成させよ。

（２） 気体ｘは何か。その気体の名称を書け。塩素

　

Ｌ一 驚零細参照

発
泡
ポ
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ゴ
ム
栓

｛３） 次の文の①’②の｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを１つずつ選び’

　

窪 １
，

書 き；
ァ～工の記号で 割ナ。

　　　　　　　　　　　　　　　

ー調 書 護

　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

　

　

　

　

　

　

　　

図１の， 電源装置と電極の接続を， 電極Ｍと電極Ｎが逆になるようにつ

　

なぎかえて， 実験１と同じ方法で実験を行った。 このとき， 銅が付着した

　　　

１

　　　　　

極

　

のは， ① ｛ア

　

電極Ｍの表面

　

⑦

　

電極Ｎの表面｝ で， そ の 電 極 は，

　　

電源袋置

　

② ｛ウ

　

陽極

　

①

　

陰極｝ で あ る。

　　　　　　　　　　　　

，

　　　

一十０と

（４） 次のア～工のうち， 気体Ｙが何であるかを確かめるために行う実験操作

　　　　　

図２

　

として， 最も適当なものを１つ選び， その記号を書け。

　

ア インクで着色した水に気体Ｙを通ず。 イ 石灰水に気体Ｙを通す。

　

◎ 火のついたマッチを気体Ｙに近づける。 エ 水で湿らせた赤色リトマス紙を気体Ｙに近づける。

２

　

図３は，１００ｇの水に溶ける物質の質量と温度との関係を表したグラフであり， 表１は， 図３の

物質Ｐについて，２０℃，６０℃における値を示したものである。

　

［実験３］ 物質Ｐ～Ｓをそれぞれ同じ質量ずっとり，６０℃

の水２５ｇが入った４個のビーカーも切り 捌 口ぇて・６ｏ℃に ｌｏｏ１４ｏ
：ニニ：：：：：：ニ二：三慶

保ちながらよく 輝 混ぜた。 こ とき， １個のビーカーで

　

易 １２０

は， 物質が全て溶けたが， ３個の ヵ←では， 物質の一

　

番 ・ｏｏ
…－……－……－／ イ．

部が溶け残っ た。

　　　　　　　　　　　　　

１李 ８０
一一 『 …－…－／ … テー

［実験 醐 ℃の 娩 を入れたビーカー 物 質Ｐを・５ ち －－－－－－－－／ テ ー‐

加えて溶かした水溶液を，２０℃まで冷やす‐と， 溶け か た

　　

‐－－７ Ｌ テ ー－－蜜
節

物質Ｐが結晶と して出て きた。

　　　　　　　　　

幕

　

２０ イ メ ／′÷／
－ 〆 ／／物質ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔ｇ〕

　

； ／ ／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　

１０

　

２０

　

３０

　

４０

　

５０

　

６０

　

７０

（，） 水のように，溶質を溶かす液体を □ コ という。また，

　　　　　　

温度〔℃〕

　

溶質が［Ｚコに溶けた液全体を溶液という。 Ｚに当ては

　　　　　　　

図３

　　　

滴当な言葉を書け

　

形三＃境三

　　　　

・

　　　　　　　　　　

表１

　　　

～一 ー一が一日 一

　

‘パフ 九ガ＼

　　

●

　　　　　　　　　　

，隠匿 ｆ宗Ｆ盲珊「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　　　　　　　　　　　　

　

は 襲 幼・。 適当なものを１つ 選び， Ｐ～Ｓの記号で書け。 ５

　　　

１初貝ｒー必８１１ＷＢ１

（２） 物質Ｐ～Ｓのうち， 下線部で溶け残った物質の質量が最も大きいの

（３） 次のア～工のうち，６０℃の水１００ｇに物質Ｐを３０ｇ溶かした水溶液を，０℃まで冷やしていくとき，

　

物質Ｐの結晶が出始める温度について述べたものとして，適当なものを１つ選び，その記号を書け。

　

ア ５～１０℃の間で物質Ｐの結晶が出始める。

　

＠）１５～２０℃の間で物質ｐの結晶が出始める。

　

ウ ４０～４５℃の間で物質Ｐの結晶が出始める。

　

エ

　

０℃まで物質Ｐの結晶は出てこない。

（４｝

　

実験４で，２０℃になったときの， 物質Ｐの水溶液の質量パーセント濃度は何％か。 小数第１

位を四捨五入して， 整数で割ナ。

　　

２４‐ （％１
（５） 実験４で出てきた物質Ｐの結晶はおよそ何ｇか。 次のア～工のうち， 最も適当なものを１つ

　

選び， その記号を書け。

　

ア

　

４ｇ

　　　

⑦

　

７ ｇ

　　　　

ウ

　

１１ｇ

　　　　

工・ ２８ｇ

／

　　

・

　

ーヒ

　

／／



（三） ヒトのからだと生物のふえ方に関する次の１・２の問いに答えなさい。

　

１ ［実験］ ヒトのだ液のはたらきを調べるために， うすい，デンプン溶

　　　　

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

　

Ｄ

　

液を５ｃｍ３ずつ入れた試験管Ａ～Ｄを用意した。 次に， ＡとＢに水

　

でうすめたヒトのだ液をｌｃｍ３ずつ加え， ＣとＤには水を Ｉｃｍ３ず

　　　　　　　　　

約４０℃の湯

　

つ加えて， 図１のように， 約４０℃の湯で１５分間温めた。 Ａ～Ｄを湯

から取り出し， ＡとＣにヨウ素溶液を数滴ずつ加え， 試験管内の様 －

　

－

　　　

デンプン
子を観察した。 ＢとＤには， ベネジクト溶液を２ｃｍずつ加えたあ ， 熟す矛鱗発音交

　

溶液とォく

と，沸騰石を入れて加熱し，加熱前後の試験管内の様子を観察した。‐

　　　　　

図１
表１ は， その結果をまと めたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表１

試験管 試験管内の様子

　　　　　

　

　

Ａ

　　

亦イドＬな い

　　　

ト

　

　

　

　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　
　　

　

　

　

　　　　　　　　　　

　

Ｄ

　

Ｉ変化しない

（１） 実験において， 次の１， 江のことが確認できた。

　

工

　

だ液のはたらきにょり， 試験管内の溶液中のデンプンが確認

　　

Ｂ 赤褐色に変化する

　　

できなく なっ たこと

　　　　　　　　　　　

‐

　　

・

　　　　　　　　

Ｃ 青紫色に変化する

　

亘

　

だ液のはたらきにより， 試験管内の溶液中に麦芽糖などが確

　　　

Ｄ

　　

変化しない

　

認できるようになったこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

これらのことから， だ液のはたらきにより， 試験管内の溶液中のデンプンが， 麦芽糖などに

　

変化したことが分かった。 １， ロのことは， 試験管Ａ～Ｄのうち， どの２つを比較したとき確

　

認できるかｏ 工， 口それぞれにっいて， ２つずつ選び， Ａ～Ｄの記号で書け。ヱごＡとＣ

　

江 ＄ とＤ
（２） 次のア～工のうち， だ液に含まれる， デンプンを麦芽糖などに分解する消化酵素の名称とし

　

て， 最も適当なものを１つ選び， その記号を書け。

⑦ アミラーゼ

　

イ トリプシン

　

ウ

　

ペプシン

　

エ リパーゼ

（３） 次の文の①に当てはまる適当な言葉を書け。また， ②， ③の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当

なものを１つずつ選び， その記号を書もナ。

　

① 柔 毛

　

デンプン，タンパク質，脂肪などの養分は， 消化酵素によって分解される。 消化酵素によって

　

分解されてできた物質は，小腸の内側の壁もこある 西国 と呼ばれる突起から吸収され，西国 の

　

内部の，毛細血管やリンパ管に入り，血液によって全身に運ばれる。 また，脂肪の消化を助ける

　

はたらきをする胆汁は② ⑰ 肝臓

　

イ 胆のう｝ でつくられ， すい液中の消化酵素ととも

　

にはたら．に とで脂肪が③ ｛ウ

　

アミノ酸

　

⑮ 脂肪酸｝ とモノグリセリドに分解される。
２

　

図２・３は， それぞれジャガイモの無性生殖； 有性生殖を表したものである。 図２のように，
ジャガイモＥにできたいもを取り出して植えたところ，やがてジャガイモＦができた。 また，図３

のように， ジャガイモＥの花粉を， ジャガイモＥとは異なる遺伝子を持つジャガイモＧのめしべ

につけたところ， やがて種子Ｈができた。

　　　　　　　　　　　　　

植える　　　　　 　　　

　　　　　　　　

ジ ′ガイモＥに

ジャ 斎 モＥ

　　　

できたいも ；

　　　　　　　　　

●
ジャガラモＧ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ジャガイモＦ ジャガイモＥ

取り出す ◎

　

植える；趣 ふれ睦も，副酵 常
納

　　　　

ジ

　

′ガ

　

モ こ

　　　　　　　　

零砕

図 ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図 ３

（１） 図２のような無性生殖でできた子の形質について， 親と子の遺伝子の関係に触れながら， 解

答欄の書き出しに続をナて簡単に書け。 侍は，現と）同じ曲 砕き待ったの，親と同じ形質が堀 船。（２） 次の文の①～③の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。

　

図３で， 花粉は， おしべの① ⑰．やく

　

イ 柱頭｝ でつくられ， めしべの② ｛ア

　

やく

⑦ 柱頭｝ につく。 このことを， ③ ⑰

　

受粉

　

イ 受精｝，という。
（３） 図４は ジャカイモＥとジヤカイモＧの 劾 細胞を’染色体をそ

　

回
染色体

回

　

れぞれ２本として， 模式的に表したものである。 ジャガイモＥがつ

　

くる生殖細胞と， 種子Ｈの庭の細胞は， それぞれどのように表すこ ジャガイモＥ

　

ジャガィモＧ
とができるかｏ 酔 にならってかけｏ

　

解 各 個 参 照

　　　　　　

図４

ー３

　

ー



１

　

５

　　　　

１

　　　　

０

　　　　

５

　　　

「
隣

　

初
期
微
動
継
続
時
間
柳

　

９

（四） 地震と天体に関する次の１・２の問いに答えなさい。

　　

１５

Ｄ

Ｂ

－－Ａ

１

　

図１は， ある地域で起こった地震Ｊについてノ

　

ゆれ

を観測した地点Ａ～Ｄにおける， 初期微動の始まりの

時刻と初期微動継続時間との関係を表したものである。
ただし， 地震Ｊで発生したＰ波， Ｓ波の伝わる速さは

そ れぞれ一定で，場所 によって変わらないものとする。

　　

９隣４３分

　

４３分 ４３分

　

４３分

　

”分

　

４４分
（１｝ 次の文は．気象庁が発表した，地震Ｊの情報をま

　　

４０秒 職期森脇合奏覇者時霜秒

　

５秒

　

とめたものであるｏ

　　　　　　　　　　　　

図 金額鰯墓鰯麦藁深謄１１，〕

　

１

　

９時４給湯ョ， 地震がありました。この地震の［ｘ］ｌ

　　　　　

ｒ
表，

：ｉの深料ま約１ｏｋｍ地震の規模を示す ｂｄ は７．２と推定ｌ Ｘ Ｙ

⑦ 震源 マグニチュー ド
イ 嬬ン服 露序
ウ 霞も央 マグニチュー ド
ェ 露央 震度

の地震の□ｑｌ
Ｙ

　

は７．２と推定１

　　　　　　　

：
敵まありません。…１されます。この地震もこよる［Ｚコの心配はありません。

①

　

表１のア～エのうち， ×， Ｙに当てはまる言葉の組み合わせ

　

ゥ

　

震央 マグニチュード

　

として， 適当なものを１つ選び， その記号を書け。

　　　　　　　

エ

　

露央

　　　　

震度

②

　

Ｚは， 地震による海底の地形の急激な変化にともない， 海水が持ち上げられることで発生

する波でぁる。Ｚも当てはまる最も適当な言葉を書仇 津 波
（２） 図２は， 地点Ａ～Ｄのいずれかにおいて， 地震Ｊのゆれを 主要動の始まり

　

地震計で記録したもののうち，
．初期微動が始まってからの３０

　　

：：”：”： ＩＬ：．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　 　
　　

秒間の記録を示したものである。 地点Ａ～Ｄのうち， 図２に　　　 　

　　

５

　　

１０

　　

１５

　　

２０

　　

２５

　　

３０
示すゆれが記録された地点として， 最も適当なものを１つ選

び， Ａ～Ｄの記号で書ムナ。

　　

ｃ

　　　　　　　　　

０

　

５

　

１０

　

１５

　

２０ ２５

　

３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

初期微動が始まってからの時間 〔秒〕

（３） 図１をもとに，地震Ｊの発生時刻を書しナ。（９時）デ３（分厚チ（肋

　　

図２
（４） 地震Ｊでは， 緊急地震速報が９時４３分５５秒に発表された。 地点Ｂで， 地震Ｊの主要動が観測

　

され始めたのは， 緊急地震速報が発表されてから何秒後か。 次のア～工のうち， 最も適当なも

　

のを１つ選び， その記号を書け。

ア １秒後

　

イ ８秒後

　

◎ ９秒後

　　

エ ー１秒後

２

　　

ヌ ３ は

　

士

　

芳ミと 、
日 の 情 借

　

、
寡

　　

＃

　

、

　　　　　

， 地球

　　　　　

ｉｉ遂

　

図３は， 地球と太陽の位置関係を模式的に表したものであり，
地球

　

日

　　

地球の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北極

　　　　　　　

・

　　　　

公転の向き
Ｅ， Ｆ， Ｇ， Ｈは， 春分， 夏至， 秋分， 冬至いずれかの地球の位

　

蛙 赤道
（二…

　

×Ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　 　　　
　　　　

置を示している。 また， 図４は， 地球が図３のＨの位置にある日

の， 四国のある地点０における太陽の通り道を天球上に模式的に

　

・
南極

　　　　　　　　　

地軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地球の公転軌道

表したものであり， ａ， ｂ， ｃ， ｄは， 地点０から見た， 束， 西，

　　　　　　

図３

南， 北いずれかの方位を示している。

（１） 図４のａ～ｄのうち， 地点０から見た西として， 適当なものを１つ

　

太陽の

　

選 び， その記号を書 け。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

通り道 夫球

（２） 次のア～工のうち， 下線部の日から１か月後の， 地点０における太

　　

ａ

　

陽の通り道を示しているものとして， 最も適当なものを１つ選び， そ

　

の記号を書け。 図４

　　　　　　　　　 　　　　　　　
（３） 南極や北極のような緯度の高い地域では， 太陽が１日中沈むことなく地平線の近くを移動す

　

る， 白夜という現象が起こる。南極点 （南緯９００） で白夜が見られるのは， 地球が， 図３のど

　

の区間にあるときか。 次のア～工から， 南極点で白夜が見られるときの地球の位置を全て含む

　

区間として， 最も適当なものを１つ選び， ア～工の記号で書け。

ア

　

Ｅ→Ｆ→Ｇの区間

　

⑦ Ｆ→Ｇ→Ｈの区間

　

ウ

　

Ｇ→ Ｅの区間

　

工

　

Ｈ→Ｅ→Ｆの区間

－４－



（五） 次の１～４の問いに答えなさい。

１‐［実験１］ 図１のように， なめらかな斜面上のＡの位置に

　　　　 　　　　　　
したものであり， 一定時間ごとに撮影した小球の位置を，

　　　

図１

　　　　　　　

図２

Ａ～Ｆの順に示している。 また， 表１は， 図２の各区間の

　　　　　　　　

表１

長さを測定した牽青果をまとめたものである。ただし，摩擦 １
区間

　　

１
Ｂ～ｃ１

Ｌ
ｃ～Ｄ

１
Ｄ～Ｅ

１
Ｅ～Ｆ１

Ｌ
や空気抵抗はないものと する。

　　　　　　　　　　　　　　

区間の長さ〔ｃｍ〕ＩＬ３

　

９．８

　

８．３

　

６．８

（１｝

　

図１の矢印は， 小球にはたらく重力を示したものである。 Ａの位置で， 手が小球を静止させ

る，斜面に平行で上向きの力を， 解答欄の図中キニ点Ｐを作用点として，矢印でかけ。鰯券 細 州樗，
（２） 次の文の①， ②の

　

｛

　

｝

　

の中から， それぞれ適当なものを１つずつ選び， その記号を書け。

　

表１から， Ｂ～Ｆの区間で小球が斜面上を運動している間に， 小球にはたらく， 斜面に平行

．な力の向きは，①｛ア

　

斜面に平行で上向き

　

⑦ 斜面に平行で下向き｝で，その力の大きさは，
②｛ア

　

しだいに大きくなる． イ

　

しだいに小さくなる

　

◎ 一定である に とが分かる。

２

　

花子さんは， 理科の授業で， タブレット端末を用いて気象情報を収集した。図３は， ある年の

１０月２１日１２時の天気図であり， 表２は， 図３と同じ日時における， 地点×， Ｙで観測された， 気

圧， 気温， 天気についてまとめたものである。 また， 次の会話文は， 花子さんが先生と話をした

ときのものである。

花子さん：

　

表２を見てください。地点×の気圧の値は１０２０ｈｐａなのに，

　　　　　

－

　

×

　　　　　

地点Ｙの気圧の値は，ｌｏ２ｏｈｐａよりかなり小さいです。

　　　　　

＼ －「一

　

′

先 生 図３の地占ｘと地軸 贈ｈｐａの等圧線上にあります

醇 ョ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，浸２４

　　　

０

先

　　

生：

　

等圧線が示す気圧の値は， 実際に測定された気圧の値とな

　　

－

　　　

－

　　　

るわけではありません。気圧の値 は 表２に示されていない， ，認

　

＊

　　　　　

他の条件で変わりますよね。 その条件をもとに， 計算し直さ

　　　　　　

図３

　　　　　

れた気圧の値を使って等圧線は記入されています。では，表２

　　　　　　

表２

　　　　　

で気圧の値が９４０ｈｐａである地点Ｙが， 図３ではｌｏ２ｏｈｐａと大

　

池点 滋〕 譜 天気

　　　　　

さくなっているのは，地点Ｙがどのような場所だからですか。

　　

×

　

１０２０ １９．３

　

０

花 子さ ん：

　

地点Ｙは，－

　　　　　　　　　

－場所 だからです。

　　　　　　　

Ｙ

　

９４０ １４．２

　

①

先

　　

生：

　

そのとおりです。ところで， 表２の， 地点×と地点Ｙのように気圧の値が異なると，

　　　　　

大気の重さによって生じる， 面を垂直に押す力の大きさが異なります。 どのくらい異

　　　　　

なるのか， 大気が身近なものを押す力について考えてみましょう。 ｌｈｐａは１０ＯＰａで

　　　　

あることを， 覚えていますね。

花子さん： ・はい。それでは，大気が私のタブレット端末の画面を押す力について考えてみます。

（１） Ｌ

　　　　　

１には， 地点×と比べて， 地点Ｙがどのような場所であるかを示す言葉が入る。

　

Ｌ

　　　　　

ｆに適当な言葉を書き入れて，会話文を完成させよ。 ただし，「地点×」という言葉

地点 気圧
Ｑ・Ｐａ〕

気温
〔℃〕 天気

Ｘ １０２０ １９．３ Ｏ
Ｙ ９４０ １４．２ ①

を用ぃること。 地点，Ｘ脚 標陽 が街ぃ
（２） 下線部について， 花子さんは， 表２で示された気圧の値をもとに，

　

地点×， Ｙにおいて， 大気がタブレット端末の画面を押す力の大きさ

　

をそれぞれ計算した。 このとき， 求めた２つの力の大きさの差は何Ｎ

　

か。 ただし， タブレット端末の画面の面積は０．０３ｍ２であり， 図４の

　

ように，タブレット端末は，水平な机の上に置かれているものとする。

　

夢尭今や端末

　 　　
図４

２４０ （～ノ
－５

　

－



３

　

化学変化の前後で物質の質量がどうなるか確かめるために， 次の実験を行った。

トリウムをプラスチックの容器に入れ， ふたを閉めて④怨陸を含め

［実験幻図５のょっにつれ 獅 試験管と炭酸水素
唾

遭
擁

た全体の質量を測定した。 次に， ふたを閉めたまま容器を傾けて，
うすい塩酸と炭酸水素ナトリウムを混ぜ合わせると， 気体が発生し

た。 再び
◎容器を含めた全体の質量を測定すると， 下線部◎の質量

　　　

電子てんびん
は， 下線部⑪の 質量 と等 しかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ 図５

（１） 実験２のあと， 容器のふたを開けて， しばらくしてから， ふたと容器を含めた全体の質量を

　

測定すると， 質量はどのようになったか。「大きくなった」同・さくなった」「変わらなかった」

　

のいずれかの言葉を書け。また， そのようになった理由を， 解答欄の書き出しに続けて簡単に

書けｏ 質量′Ｊ導くな，た

　

理由ィ発生しｒ細腕ゞ’家器のタ 瀕し呼ぼら。（２） 実験２で， 化学変化の前後で物質全体の質量は変化しないと確認できた。確認できたこの法

則を何というか。また， 次のア～工のうち， 化学変化の前後で物質全体の質量が変化しない理

酔 っぃて述べたものとして’ 最も適当なものを１つ選び， その記号を書けｏ 法則；貨財好”の法則）
ア

　

物質をつく・る原子の種類と数は変わるが， 原子の組み合わせは変わらないから。

イ

　

物質をつくる原子の種類と組み合わせは変わるが， 原子の数は変わらないから。
ウ

　

物質をつくる原子の数は変わるが， 原子の種類と組み合わせは変わらないから。

⑮ 物質をつくる原子の組み合わせは変わるが， 原子の種類と数ま変わらないから。

　

図６は，イカ，イヌ，イモリ，ニワトリの４種類の動物がかかれたカー ドである。 これらのカー

ドを利用して， ４枚のカー ドの中から， 先生が選んだ１枚の力← ドを 太郎さんが当てるゲーム

を行った。 次の会話文は， 太郎さんが， 先生と話をしたときのものである。

※
イカ

４

先

　　

生；

　

授業で習った， 動物を分類するときの， 動物の特

徴についての質問をして， 私がどの動物のカードを

選んだか当ててください。

太郎さん：

　

その動物は， 背骨を持っていますか。

先

　　

生：

　

はい。 背骨を持っています。

太郎さん：

　

その動物は， 卵を産みますか。

先

　　

生：

　

はい。 卵を産みます。

太郎さん：

　

その動物の卵に， 殻はありますか。、、

　　　

・

　　　　　　　　　　　

」’

　　　　　　　　　　

・ｏ モリ

　

・

　　

ニワトリ

先

　　

生：

　

いいえ。 卵 に殻はありま
、
せん。

　　　　　　　　　　　　　　　　

図 ６

太郎さん；

　

先生が選んだ力←ドは， ［Ｘコのカードです。
先

　　

生：

　

そのとおりです。

（１｝

　

×に当てはまる動物ま何かｏ その動物の名称を書けｏ イモリ
（２｝

　

図６の４枚のカードにかかれた動物を， 体温調節に着目してグループ分けすると， 周囲の温

　

度の変化にともない体温が変化するグループと， 周囲の温度が変化しても体温がほぼ一定に保

　

たれるグループとに分けることができる。 ４枚のカードにかかれた動物の中から， 周囲の温度

　

が変化しても体温がほぼ一定しこ保たれる動物を全て選ぶと，［ヱ］が当てはまる。このょぅに，
周囲の温度が変化しても体温がほぼ一定に保たれる動物は，［Ｚ］動物と呼ばれる。
①

　

Ｙに当てはまる動物は何か。 その動物の名称を全て書け。 イヌ′ニワトリ
②

　

な 当てはまる適当な言葉を書もナ。 ｄ・公 最

－６

　

－



全

　

日

　

制

定

　

時

　

制
科 受検番号 号 氏名

令和 ５ 年 度

　　　　

理

　　　　　

科

　　　　　

解

　

答

　

用

　

紙

問

　　

題 解

　　　　　

答

　　　　　

欄 問

　　

題 解

　　

．

　　

答

　　　　　

欄

（－）

（１） 仏 ２５

　　　　　

Ａ

（四）

（１）
① ア
② 淳ｉ皮（２｝ ェ

（２｝ Ｃ
２

（１｝ 誘導電流
（３） ９時（チラ）分（ 弊 ）秒（２｝ イ
｛４） ・ウ

３

（１）

－

　　　

ｉ＼

　

ｉ

　　　　　　

ｎ

寡Ｅ夢〆＝一 割ギＬ
光ｈ

２

（１｝ ｄ
（２｝ 工

｛２） ２０，Ｏ

　　　　　

Ｃｍ （３） イ
｛３） ①

　　

ア

　　

②

　　

ウ

（五）

Ｉ
（１）
きききききききき漆器
繋鞍穿き認識燕討議讐鱒（二）

〔１） 倣』→

　

ｃ”
２十

十 ２ｃｌ
．

（２） 蕉索
（３｝ ①

　　

イ

　　

②

　　

工

｛４） ウ

２

（１） 溶媒 （２｝ ①

　　

イ

　　

』②Ｌ

　

ウ

（２１ Ｓ
２

（１） 地点，Ｘより桜、高がみ・
｛３） イ
（４） ２４‐

　　　

％ ｛２） Ｚ４ ０

　　　　　

・Ｎ

（５｝ イ

３

｛１）

質

　

量 月・さくなっｒこ

理

　

由

発生した気体が

容器リタトヘ出てし、７た

がら。

（三）

〔１） 工 （Ａ）と（ｃ） 江 （Ｂ）と（Ｄ）

（２｝ ア

（３｝
① 柔毛
② ア

　　

③

　　

工

２

（１）
子は，親と 同じ逓伝寺を待つため，
親と同じ形質が硯名も。

（２）
法

　

則 榎 量保存

　

の法則リ
理

　

由 Ｌ
（２｝ ① ア１②一イ １③１ア

４

（１〉 イモリ

（３）
生殖

細胞 １ 豚の

細胞 ＩＤ （２）
① イヌ

　

ニワトリ
② ′ー邑 温

問

　　

題 （－） （二） （三） （四） （五） 合

　　　　

計

得

　　

点

　　　　　　　　　　　　　　

・


